
切花保存実験に関する資料 
（氷感保存・常温保存） 



保存実験詳細 

• 商材 

–  ＨＢユリ  ・・・ クリスタルブランカ ６月30日仕入れ 

–  スカシユリ  ・・・ ポリアナ  ６月30日仕入れ 

–  トルコキキョウ ・・・ ピッコローサスノー ６月30日仕入れ 

–  アスター  ・・・ アスター  ６月30日仕入れ 

 

• 実験開始日 

–  ７月３日～ 

 

• 試験区 

– 氷感庫保存・常温保存に分けて保存 

• 【 氷感 】 温度： ２℃ 電圧： 3 ,500v （ 花の電圧： 2,800v ） 

• 【 常温 】 温度：22℃ 

  ※ 実験期間中は水位の変化を観察し常温保存のみ水替えも行う 



HBユリ（クリスタルブランカ） ６月30日入庫 

【 

氷 

感 

】 

【 

常 

温 

】 

７月４日 ７月７日 

やや開花が進む程度 ３日間でほとんど変化がない 

大きく開花している 前回に比べ他の輪も大きく開花している 



スカシユリ（ポリアナ） ６月30日入庫 

【 

氷 

感 

】 

【 

常 

温 

】 

７月４日 ７月７日 

入庫当初より変化は確認できない 入庫当初より変化は確認できない 

花が色づき始め、ごく僅かだが開花が確認
できる 

大きく開花している 



トルコキキョウ ６月30日入庫 

【 

氷 

感 

】 

【 

常 

温 

】 

７月４日 ７月７日 

１輪を除き未だ開花途中のものが目立つ ３日間でほぼ変化がない 

比較的開花したものが目立つ さらに開花したものが増えている 



アスター ６月30日入庫 

【 

氷 

感 

】 

【 

常 

温 

】 

７月４日 ７月７日 

入荷当初より特に変化は確認できない 入荷当初より特に変化は確認できない 

入荷当初より特に変化は確認できない 

状態の悪化により廃棄 



このページは空白です 
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